
平成２３年度・ＲＣＣＭ資格試験実施案内 

 

平成２３年度・ＲＣＣＭ資格試験実施につき、下記の通り御案内致します。 

記 

１．受験申込書の販売について 

 （１）販売期間 ： 平成２３年６月１３日(月)～ ７月２２日（金） 

 （２）販売金額 ： １，０００円／部 

  （３）販売場所 ： 下記にて、販売致します。 

      注）中国支部は、郵送販売のみの取り扱いで、窓口販売は行っておりません。 

支部名 住 所 電話番号 

東京本部 

〒１０２－００７５ 

千代田区三番町１番地、 

ＫＹ三番町ビル・８Ｆ 

０３－３２２１－８８５５

北海道支部 

〒００４－８５８５ 

札幌市厚別区厚別中央１条５－４－１ 

Ｄｏｃｏｎ新札幌ビル内 

０１１－８０１－１５９６

東北支部 

〒９８０－０８０２ 

仙台市青葉区二日町１６－２０ 

二日町ホームプラザビル・３Ｆ 

０２２－２６３－６８２０

関東支部 

〒１０１－００４７ 

千代田区内神田２－７－１０、 

松楠ビル・４Ｆ 

０３－５２９７－５９５１

北陸支部 

〒９５０－０９６５ 

新潟市中央区新光町６－１、 

興和ビル・７Ｆ 

０２５－２８２－３３７０

中部支部 

〒４６０－０００３ 

名古屋市中区錦３－７－２６、 

森ビル・５Ｆ 

０５２－９５３－６３６１

近畿支部 

〒５４０－００２１ 

大阪市中央区大手通 １－４－１０、 

大手前フタバビル・５Ｆ 

０６－６９４５－５８９１

中国支部 

〒７３０－００１３ 

広島市中区八丁堀 １－８、 

エイトビル・８Ｆ 

０８２－２２７－１５９３

四国支部 

〒７６０－００６６ 

高松市福岡町 ３－１１－２２、 

建設クリエイトビル・４Ｆ            

０８７－８５１－５８８１



九州支部 

〒８１２－００１３ 

福岡市博多区博多駅東 １－１３－９、 

博多駅東１１３ビル・８Ｆ 

０９２－４３４－４３４０

沖   縄 

〒９９０－００２１ 

那覇市泉崎１－７－１９、天久ビル・２Ｆ 

（社）沖縄県測量設計コンサルタンツ協会 

０９８－８６１－５６６２

 

    なお、受験申込書の郵送による購入希望の方は、 

     １）購入部数分金額の定額小為替証書（郵便局／ゆうちょ銀行にて購入のこと） 

     ２）購入希望者の連絡先、購入部数を記したメモ 

３）返信用封筒（角・２サイズ）に受取人の郵便番号、住所、氏名あるいは、 

       会社名と担当者名を記入し、 

         １部 … ２４０円、２～３部 … ３９０円、 ４～５部 … ５８０円   

       の各購入部数に該当する送料金額分の切手を貼付願います。 

    

 上記の １）～ ３）を簡易書留にて、７月２２日（金）の当協会必着で送付願います。 

なお、６部以上購入の場合は、送料着払（宅配便）で送付しますので、御了承下さい。 

なお、中国支部は郵送による購入のみに限りますので、御了承下さい。 

 

 

２．受験申込みの受付期間について 

  （１）受験申込受付期間 ： 平成２３年７月１日（金）～７月３１日（日） 

  （２）申 込 方 法  ： 下記（４）まで、直接持参（但し、土・日・祝祭日を除く 

               、９：００～１７：００）または、簡易書留による郵送と 

               します。 

               なお、郵送の場合は７月３１日の消印有効にて受付けます。 

  （３）受  験  料  ： １５，０００ 円 

（振替払込請求書兼受領書が、領収書に代替するもので、 

当協会から改めて領収書は発行致しません。） 

  （４）申  込  先  ： 〒１０２－００７５  

               東京都千代田区三番町１番地、ＫＹ三番町ビル・８階 

              （社）建設コンサルタンツ協会・ＲＣＣＭ資格制度事務局 

               ＴＥＬ：０３－３２２１－８８５５、 

               ＦＡＸ：０３－３２２１－５０１８ 

（５）受 験 票 の 発 送： 平成２３年１０月１４日（金）に、受験有資格者へ受験票を送

付する予定です。 

               また、受験資格がない方についても、その旨を郵送にて通知す

る予定です。 

 

 

３．試験日と試験実施地について 

  （１） 試  験  日  ： 平成２３年１１月１３日（日） 

  （２） 試  験  地  ： 札 幌、仙 台、東 京、名古屋、大 阪、福 岡、那 覇。 

 

 

 



４．試験科目等について 

    （１）試験科目は、下記の通りです。 

    １）「問・Ⅰ」… 受験する専門技術部門における自己の業務経験（表－１参照） 

    ２）「問・Ⅱ」… 業務関連法制度、技術者倫理及びその他建設一般 

    ３）「問・Ⅲ」… 業務遂行のための業務管理技術力 

    ４）「問・Ⅳ」…  ① 土木関連共通基礎技術知識、 

  ② 受験する専門技術部門の専門技術知識（表－１参照） 

（２）試験時間： １０：００ ～ １７：１５ 

（但し、１２：００～１２：５５は昼食時間） 

   

５．合格発表について 

 

  （１）発 表 予 定 日 ： 平成２４年３月１日（木）を予定。 

  （２）発 表 場 所 ： 当協会のホームページ、業界紙等に掲載の予定です。           

  （３）受験者への通知 ： 受験者の方全員に合否結果をハガキにて連絡の予定です。 

              また、合格者の方には、合格証等を後日送付する予定です。 

 

６．その他について 

  （１）受験資格： ・ 大学院修了者（修士課程／博士課程前期終了者）は、修了後 

８年以上の実務経験年数が必要です。 

なお、博士課程あるいは博士課程後期の在学期間は、実務経験 

年数とみなします。 

           ・ 大学卒業者は、卒業後１０年以上の実務経験年数が必要です。 

           ・ 短大および５年制高等専門学校卒業者は、卒業後１２年以上の 

             実務経験年数が必要です。 

・ 高等学校卒業者は、卒業後１４年以上の実務経験年数が必要です。 

・ 中学校卒業者は、卒業後１７年以上の実務経験年数が必要です。 

・ その他は、上記学歴に準ずる業務経験年数が必要です。 

・ 最終学歴は、文部科学省の学校教育法に基づくものとします。  

注１：  実務経験年数は、平成２３年３月末日現在で計算してください。  

      注２： 建設会社や製造会社に勤務している方の実務経験については以下

の通りとします。  

1. 建設事業の計画、調査、立案、助言及び建設工事の設計

に従事した期間について、建設コンサルタント等業務の実

務経験とみなします。  

2. 建設工事の監督業務に従事した期間については、「施工計

画、施工設備及び積算」を専門とする部門として選択した場

合のみ、建設コンサルタント等業務の実務経験とみなしま

す。その他の部門を選択した場合は、建設コンサルタント等

業務の実務経験とはみなしません。  

 

注３：  高等専門学校卒業者で専攻科を修了した者及び旧大学卒業者は

大学、旧専門学校は短大、旧中等学校（実業学校を含む）及び「高

等学校卒業程度認定試験」合格者は高等学校の各卒業者と同等と

認めます。  



 

 

 

   

 

 

       

 

 

 

（２）ＲＣＣＭ資格登録についての主な条件： 

           ＲＣＣＭ資格を活用するには、試験合格後に「登録」を行う必要が 

           あります。基本登録条件は、下記の通りです。 

・ 成年被後見人または被保佐人に後見登記されていないこと。 

           ・ 登録前２年間にＲＣＣＭとしてふさわしくない不正等の行為を行っ  

             たことがないこと。 

           参）試験合格後４年以上経った合格者が、登録の更新や新規登録を行う 

             場合は、更新講習の受講と所定のＣＰＤ単位取得が必要である。 

 

 

なお、本「資格試験」に係る詳細あるいは不明な点が御座いましたならば、上記２．（４）に記

載の当協会本部・「ＲＣＣＭ資格制度事務局」（ＴＥＬ：０３－３２２１－８８５５）まで問い合

せ下さい。 

 

 

（表－１） 

専門技術部門 部 門 の 内 容 

1.  河  川、 砂  防 

及び海岸・海洋 

治水利水計画、ダム、河川改修、河川構造物、河川砂防その他の河川に関する事項 

地すべり防止に関する事項 

海岸保全計画、海岸砂防、海岸堤防及び護岸、その他の海岸・海洋に関する事項 

2．港 湾 及 び 空 港 港湾計画、外郭施設、係留施設、臨港交通施設、荷さばき施設、水域、浚渫、その他の 

港湾に関する事項   

空港計画、滑走路、誘導路、その他の空港に関する事項 

3．電 力 土 木 電源開発計画、ダム、水路構造物（水路、沈砂池、水槽、水圧管路、門扉等）、送変電施設、 

取放水施設、冷却水施設、洞道、その他の電力土木に関する事項 

4．道 路 道路計画、道路構築、道路構造物、道路付帯設備、その他の道路に関する事項 

5．鉄 道 鉄道計画、線路、鉄道構造物、停車場、モノレール鉄道、鋼索鉄道、その他の鉄道に関する事項

6．上 水 道 及 び 

    工 業 用 水 道 

上水道計画、工業用水道計画、取水、導水、送配水、浄水、水処理、さく井、その他の上水道 

及び工業用水道に関する事項 

7．下 水 道 下水道計画、下水渠、下水処理、廃水処理、その他の下水道に関する事項 

8．農 業 土 木 かんがい排水、圃場整備、農村整備、農用地開発、干拓、農地保全、その他の農業土木に関する

事項 

9．森 林 土 木 治山、林道、森林環境保全、その他の森林土木に関する事項 

10．造           園 都市及び地方計画で造園部門に関する事項 

11．都市計画 及び 

  地 方 計 画 

都市構成、土地利用、都市交通施設、公園緑地、区画整理、その他の都市及び地方計画に関する

事項 

12．地      質 土木地質（線路、ダム、トンネル、基礎地盤等）、鉱山地質、防災地質、水理地質、地熱及び 

温泉、その他の応用地質に関する事項 

物理探査、科学探査、試すい、その他の探査技術に関する事項 

注４：  ２年制の理工系（ＲＣＣＭ専門技術部門の分野に限る）専修学校卒

業者は、短期大学卒業と同等と認めますが、１年制の場合は高等

学校卒業扱いとなります。  

注５：  大学・短大又は高等学校等の夜間部卒業者で、その在学中の実務

期間を実務経験年数に加えたい場合は、その一つ前の学歴が最終

学歴となります。夜間部卒業を最終学歴とした場合は、その在学中

の実務期間は実務経験年数とはみなしません。 

 

 

 



13．土質及び基礎 土質並びに土構造物及び基礎に関する事項 

14．鋼 構 造 及 び 

  コ ン ク リ ー ト 

鉄骨構造、鉄筋コンクリート構造、コンクリート構造、セメント製品、その他の鋼構造及びコン

クリートに関する事項 

15．ト ン ネ ル トンネル計画、換気、潜函工法、シールド工法、沈埋工法、その他のトンネルに関する事項 

16．施工計画、施工   

   設備及び積算 

施工計画、施工管理、施工設備、施工機械、その他の施工に関する事項 

施工方法、仮設計画及び工程計画に基づいた積算及び工事原価管理に関する事項 

17．建 設 環 境 建設事業における自然環境及び生活環境の保全及び創出並びに環境影響評価に関する事項 

18．機 械 ポンプ、圧縮機、送風機、その他の流動機械に関する事項   

土工機械、コンクリート機械、舗装機械、作業船、削岩機、破砕機、コールカッタ、選炭機、ク

レーン、コンベヤ、エレベータ、フォークリフト、索道、その他の建設、鉱山、荷役及び運搬機

械に関する事項 

19．水 産 土 木 漁場計画、漁港構造物、沿岸漁場計画、沿岸漁場構造物、その他の水産土木に関する事項 

20．電 気 電 子 道路、河川、下水道等の各事業における電気通信に関する調査、企画、立案、工事の設計、管理

等に関する事項 

21．廃 棄 物 廃棄物処理計画に関する調査、企画、立案、環境影響評価もしくは助言又は、廃棄物処理施設に

関する工事の設計・処理、その他の廃棄物に関する事項 

22．建 設 情 報 道路、河川、下水道等の各事業における情報システム・ネットワークシステムに関する調査、企

画、立案、システム設計、管理などに関する事項 

 

－ 以 上 － 

 


